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Abstract

　The purpose of this research was to clarify the history and significance of special activities 

at elementary, junior high and high schools in Japan. Special activities include ceremonies, field 

days, performances, excursions and autonomy from the Meiji era.  After 1947, the guidelines 

for the course of study was formed, with special activities put in the curriculum. The feature of 

special activities were to be carried out through group activities such as class activities, whole 

school activities and club activities. This feature promoted students’ individualization, 

socialization and career development. These special activities also provided pleasure to the 

students. Special activities had a possibility to motivate the students to go to school with a full 

time participation during their school days.
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営みとして，教科指導が想定される．教科の

指導が展開される授業を行うことは，教職専

門性を生かした教師の大事な仕事であり，教

師にとって「教」という要素が重要であるこ

とは言を俟たない．これまで，教師とは，文

字通り「教える人」（藤岡，1998）である，

「教職は，他者に何かを教える職業である」

（澤本，1998）といった指摘がなされてきた

が，その背景にはこうした意識がある．しか

し，それと同時に，人格の完成というテーマ

に取り組む子どもに日々関わる教師には，

「育」という要素にも目を向けることが求め

られよう．すなわち，「教」と「育」という２

つの要素がともに機能することで，子どもの

１．はじめに

　教育という語は，“education”の訳語とし

て明治期に確立したとされている（寺崎，

1997）ように，本来，この語は，一つの単語

であると解することができる．しかし，教育

に，学習指導と生徒指導の２つの機能がある

と考えられていること（例えば，長谷川，

2008；林，2016；文部科学省，2010）とも関

連していると思われるが，教育の営みを，そ

の語を構成する漢字を生かして，「教」と

「育」という２つの要素に分けて考えること

がある（例えば，河合，1995）．

　このうち，「教」と関連した代表的な教育的
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全人的な成長・発達が促されていくと考えら

れるからである．そう考えると，子どもが

「自分のなかの潜在的な可能性を生きはじめ

る」ことを「育つ」こととして捉えながら，

「教えることが好き」な教師が忘れがちな「育

てる」，「育つ」という「育」の重要性を忘れ

てはならないとする河合（1995）の指摘は，

傾聴に値するものといえよう．

　ところで，学校における教育の営みを具体

的に描き出すものが，教育内容（別の視点か

らいえば，子どもにとって意味のある経験）

の配列を示す教育課程である．日本における

小・中・高等学校の教育課程は，各教科（小・

中・高），道徳（小・中），外国語活動（小），

総合的な学習の時間（小・中・高），及び，特

別活動（小・中・高）によって編成されるこ

とが，学校教育法施行規則に定められている．

　このうち，とりわけ「育」という教育の機

能と関係の深い代表的な教育的営みが，教科

外の教育活動として理解されている（例え

ば，増田，2010；長谷川，1992；林，2012；

山口，2010）特別活動である．1951年の学習

指導要領一般編（試案）（国立教育政策研究

所，2014）において，「教育の一般目標のすべ

てを教科の学習だけでじゅうぶんに到達する

ことは困難である．それゆえ，学校は教科の

学習以外に，小学校においてはクラブ活動や

児童会などの時間を設け，中等学校（中学校

及び高等学校，筆者注）においては，特別教

育活動の時間を設け，児童・生徒に，個人的，

社会的なさまざまな経験を豊かにする機会を

提供する必要がある」と述べられているよう

に，子どもの全人的な成長・発達を保障する

ために，教科教育に加えて，「育」と関わる

「教科以外の活動」（小）や「特別教育活動」

（中・高）（いずれも，今日の特別活動の前身

とみなされている．例えば，時津，2014；山

口，2010）が導入されたと考えられる．今日

においても，現行学習指導要領（中学校編）

を検討した伊東（2011）が，特別活動の目標

に個性の伸長を図ることが含まれているこ

と，今ある子どもの個性を「生かす」指導は，

いくつかの科目の「指導計画の作成と内容の

取扱い」で求められてはいるものの，個性の

伸長そのものを取り上げている箇所は，他に

は道徳のみであることを指摘し，教育課程の

中で個性の伸長という教育目標が「期待され

ているところが…特別活動であることに注目

しなくてはならない」と述べているように，

個性の伸長という，いわば，人格の完成へと

向かう，子どもが自分自身になっていく過程

をたどることは，「育」の過程と重ねて考える

ことができよう．

　このように，教育の「育」という要素にあ

ずかり，子どもの人間形成に重要な役割を果

たすと考えられる特別活動については，1988

年の教育職員免許法の改正以降，教職に関す

る科目として教員養成の段階でも講じられる

ようになるとともに，教師教育の段階におい

ても，重要な研修課題となっている．例え

ば，平成21（2009）年度の初任者研修の内容

として，小学校（106県市），中学校（106県

市）で100.0％，高校（63県市）で98.4％，特

別活動が取り上げられている（文部科学省

2010登録a）．同様に，平成21（2009）年度の

10年経験者研修の内容として，小学校（105県

市）で69.5％，中学校（104県市）で69.2％，

高校（69県市）で60.9％，特別活動が取り上

げられていることが報告されている（文部科

学省2010登録b）．とはいえ，実際の学校現場

では，「特別活動の指導に戸惑いをみせる教

員も少なくない」という指摘もある（例え

ば，磯島，2014）．そこで，これまで，教育に

おける「育」の側面に関心を持ちつつ，大学

の教職課程を担当してきた者として，本稿で

は，改めて，特別活動についての歴史を概観

するとともに，その教育的な意義について検

討してみたいと思う．

２．特別活動とは

　現行の学習指導要領（小・中は2008年，高

校は2009年告示）によれば，特別活動とは，
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「望ましい集団生活を通して，心身の調和の

とれた発達と個性の伸長を図り，集団や社会

（小は「集団」）の一員としてよりよい生活や

人間関係を築こうとする自主的，実践的な態

度を育てるとともに，人間として（小は「自

己」）の生き方（高校は「在り方生き方」）に

ついての自覚（小は「考え」）を深め，自己を

生かす能力を養う」ことを目標とした教育活

動である（括弧内の指摘は，筆者）．これらの

記述を見る限り，表現に多少の相違はあるも

のの，特別活動の目標は，小・中・高校で共

通していると考えてよいと思われる．

　この目標の冒頭に示されている「望ましい

集団生活を通して」という文言は，教育の方

法と関連しているといえよう．そして，それ

以降の「心身の調和のとれた発達と個性の伸

長」，「集団や社会の一員としてよりよい生活

や人間関係を築こうとする自主的，実践的態

度」，「在り方生き方の自覚を深め，自己を生

かす能力」といった要素が，それぞれ，子ど

もの成長・発達すべき方向性，すなわち，目

標を示していると考えられる．

　これらの目標のうち，前段に示された「心

身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り」

という箇所は，全人的な発達を視野に入れた

個性化について述べていると考えられる．同

様に，「集団や社会の一員としてよりよい生

活や人間関係を築こうとする自主的，実践的

な態度を育てる」という箇所は，社会の一員

として望ましい資質や態度を育成する社会化

について述べていると解せよう．また，後段

の「人間としての在り方生き方についての自

覚を深め，自己を生かす能力を養う」という

箇所は，生き方指導ともいわれるキャリア教

育とも重なる目標であると考えられる．すな

わち，特別活動は，集団活動を通して，子ど

も自身が自らの生き方を考えながら，個性

化，社会化を目指していく教育活動であると

要約できよう．特別活動をそのように要約で

きるとすれば，特別活動が，社会的自己実現

や自己指導能力の養成を支援する，教育の

「育」という側面と親和性の高い「生徒指導の

ための中核的な時間となる」という指摘（文

部科学省，2010）も首肯できるものである．

　また，特別活動は，学級活動（小・中）・ホ

ームルーム活動（高校），児童会活動（小）・

生徒会活動（中・高校），クラブ活動（小），

学校行事（小・中・高校）の各領域から構成

されている．特別活動の目標に「望ましい集

団生活を通して」とあるが，学級（ホームル

ーム）は同学年（同年齢）の，児童会（生徒

会），クラブ活動，学校行事は，それに異学年

（異年齢）性や自己選択性といった要素が加

わった集団ということができ，これらのさま

ざまな規模や性格を持った集団場面における

諸活動に取り組むことが，そのまま，「集団生

活を通して」という方法上の要件を満たすこ

とになろう．これら３つ（中・高校）もしく

は４つ（小）の領域の目標は，表１に示すよ

うに，学校段階で大きな違いはなく，各活動

や学校行事を通して望ましい人間関係を形成

すること（二重下線部）や，表現は多少異な

るものの，自分が所属する集団や社会の一員

として集団形成やそこで生じ得る諸問題を解

決しようとする自主的，実践的な態度を養う

（下線部）という点で共通している．小学校

のみに設けられているクラブ活動では，自己

選択という特徴を反映していると考えられる

が，それに個性の伸長を図ることが加わって

いる．

　これらの領域における活動の実際をイメー

ジする上では，その内容を理解しておくとよ

いと思われるので，現行指導要領に示された

内容を表２にまとめた．小学校の学級活動，

児童会活動，学校行事の内容を基礎としつ

つ，そこに，心身の発達に応じて中・高校段

階で付け加わる内容があることがわかる．

３．特別活動の歴史

　特別活動の現状や今後の在り方を考えるた

め，特別活動がどのように展開してきたの

か，その歴史を，学習指導要領や先行研究を
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表１ 現行学習指導要領に示された特別活動の各領域の目標 

学級活動（小・中）・ホームルーム活動（高校） 

学級活動（高校は「ホームルーム活動」）を通して，望ましい人間関係を形成し，集団の一員として 

学級（高校は「ホームルーム」）や学校におけるよりよい生活づくりに参画し，諸問題を解決しよう 

とする自主的，実践的な態度や健全な生活態度を育てる 

児童会活動（小）・生徒会活動（中・高校） 

生徒会活動（小は「児童会活動」）を通して，望ましい人間関係を形成し，集団や社会（小は「集団」） 

の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し，協力して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な 

態度を育てる 

クラブ活動（小） 

クラブ活動を通して，望ましい人間関係を形成し，個性の伸長を図り，集団の一員として協力して 

よりよいクラブづくりに参画しようとする自主的，実践的な態度を育てる 

学校行事（小・中・高校） 

学校行事を通して，望ましい人間関係を形成し，集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養い， 

協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的，実践的な態度を育てる 

*下線と括弧内の文言は，筆者による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1　現行学習指導要領に示された特別活動の各領域の目標

表2 現行学習指導要領に示された特別活動の各領域の内容 

学級活動（小・中）・ホームルーム活動（高校） 

(1) 学級（高校は「ホームルーム」）や学校の生活づくり 

(2) 日常の生活や学習への適応及び健康安全（中・高校は「適応と成長及び健康安全」） 

(3) 学業と進路（中・高校） 

児童会活動（小）・生徒会活動（中・高校） 

(1) 生徒会（小は「児童会」）の計画や運営 

(2) 異年齢集団による交流  

(3)  生徒の諸活動についての連絡調整（中・高校） 

(4) 学校行事への協力（小は｢(3)｣） 

(5)  ボランティア活動などの社会参加（中，高校，高校は「社会参画」） 

クラブ活動（小） 

(1) クラブの計画や運営  

(2) クラブを楽しむ活動 

(3) クラブの成果の発表 

学校行事（小・中・高校） 

(1) 儀式的行事 

(2) 文化的行事 

(3) 健康安全・体育的行事 

(4) 旅行（小は「遠足」）・集団宿泊的行事 

(5) 勤労生産・奉仕的行事 

*下線と括弧内の文言は，筆者による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2　現行学習指導要領に示された特別活動の各領域の内容
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踏まえて概観する．

　現在の日本の学校教育の基本的な枠組み

は，戦後間もなくの1947（昭和22）年に成立

した教育基本法や学校教育法にその源を求め

ることができよう．特別活動が，教育課程に

位置づけられるのは戦後になってからのこと

である（例えば，深見，2013；磯島，2014；

時津，2014；山口，2010）．しかし，それ以前

（1872年の学制発布以降）にも，今日の特別活

動の内容に相当する「儀式，運動会，遠足，

学芸会，自治的活動等，一般に『課外活動』

の名でよばれていた教科外の諸活動もまた教

科指導の領域とともに…早い時期から学校の

教育活動の中へ取り入れられていた」（山口，

2010）とされている．これら今日の，特別活

動の各領域に対応するいくつかの教育的活動

の歴史を，文献（深見，2013；林，2012；磯

島，2014；伊東，2011；国立教育政策研究所，

2014；森田，2012；西本，2014；太田，2004；

山口，2010；柳，2005）に基づき概観する．

１）学制発布以降の課外活動

　学校行事については，その多くが明治期に

成立し，大正・昭和期に発展を遂げた．

　儀式については，1890（明治23）年の「教

育に関する勅語」（教育勅語）の発布以降，

1891年に「小学校祝日大祭日儀式規程」が公

布され，祝祭日に勅語の奉読などが行われ

た．卒業式は，1876（明治９）年に陸軍戸山

学校で行われた「生徒卒業式」が最初とさ

れ，卒業証書授与とともに，成績優秀者に銀

時計が手渡されたという．卒業式は，高等，

中等教育機関へと広がり（明治10年代），やが

て師範学校から師範学校付属小学校を経て公

立小学校へと広がるが，小学校で広く実施さ

れるようになるのは，等級制の廃止とそれに

伴う４月開始学年制の発足（1892年）を俟つ

ことになる．

　運動会は，1874（明治７）年に海軍兵学寮

が導入した「競闘遊戯」を嚆矢とし，その後，

札幌農学校や東京大学予備門など，高等，中

等教育機関でも行われるようになるが，徒競

争，高跳びなどが行われる競技会的色彩の強

いものであった．小学校では，国民の身体形

成を重視した文部大臣森有礼考案の兵式体操

の要素が取り入れられ，綱引き，旗奪い，徒

手体操などを種目として，明治20年代には全

国的に普及したとされている．また，学芸会

は，明治20～30年代に，日頃の学習の成果を

示す学術談話，学業練習会，児童談話会など

を経て，唱歌，談話などを発表する場として

明治30～40年代に成立したとされている．大

正時代に入ると，自由教育の下，芸術的な表

現活動として学校劇も盛んになる．運動会も

学芸会も，地域の人々にとっても，弁当を用

意し，晴れやかな衣装を纏って見物に出かけ

る大きな楽しみとなっていたという．

　旅行（遠足）・集団的宿泊的行事としては，

1896（明治29）年の樋口勘次郎による東京高

等師範学校附属小学校の「飛鳥山遠足」が遠

足の先駆的事例としてあり，明治30年代終わ

り頃には，非日常的環境の中で見聞を広めた

り，自然や文化に親しむような遠足が広く行

われるようになった．また，軍事訓練と学術

研究という２つの性格を持つとされる東京高

等師範学校における11日間の「長途遠足」が

修学旅行の嚆矢とされている．鉄道の発達も

あり，明治30年代以降，修学旅行も広く行わ

れるようになった．遠足も修学旅行もいずれ

も，当初は見学や実地学習という要素が主体

となっていたとされるが，次第に物見遊山的

要素も含まれるようになっていった．

　自治活動については，学級の成立（1891年

「学級編成等ニ関スル規則」）が一つの契機と

なったとされている．学級制の成立は，それ

までの知育中心の等級制から，国民としての

一体感の育成へという教育目標の転換と関連

しているとも考えられている．「自治」とい

う語は，1890（明治23）年の『学校管理術』

（能勢栄）の中で「自分デ自分ノ身ヲ取締ル」

という躾的な意味の語として見出されるが，

やがて，新教育運動の下で，本来的意味合い
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の自治活動が実践されるようになる．例え

ば，千葉師範附属小学校では，「自学と自治」

という教育方針の下，学級自治会や全校自治

集会が行われ，池袋児童の村小学校では，児

童と教師の「教働自治」の生活学校が展開さ

れた．

　このように，明治以降，今日の特別活動に

つながるような，「子どもの自主性や創造性，

自治や協同，芸術性や全人格性等を基盤にし

た」（山口，2010）多様な活動が行われていた

ことがわかる．しかし，これらの活動は，課

外活動，すなわち，正課外の活動として扱わ

れていた．先に述べたように，特別活動が教

育課程に位置づけられるのは，戦後のことに

なる．その理由として，課外の活動ではあっ

ても，それまで取り組まれてきたさまざまな

実践が有する有効性，例えば，「その人間関係

能力向上等が着目されて戦後の教育改革の中

で教科と同様に目標と内容をもって教育課程

上に位置づけられてきた」（林，2012）という

指摘があるように，教育目標のすべてを教科

の学習だけで達成することはできないという

課外活動（教科外活動）の意義の捉え直しが

あったと考えられる．

２）特別活動の変遷

　1947年に制定された教育基本法と学校教育

法を受け，同年，最初の学習指導要領（試案）

が刊行される（小・中．高校は翌年）．小・

中・高校の選択教科として学習指導要領に定

められた「自由研究」が，「個性の赴くととこ

ろに従って，それを伸ばしてゆくことに，そ

の時間を用いていきたい」という個性伸長と

いうねらいを持っていたことや，その内容と

して，クラブ活動，当番・学級委員の仕事な

どを含んでいたことから，今日の特別活動の

前身とみなされている（例えば，伊東，2011；

太田，2004；山口，2010）．

　「自由研究」は，その趣旨通りに運営するこ

との難しさもあり，小学校では，1951年の学

習指導要領の改訂（試案）の際に廃止され，

代わって，「民主的組織の下に，学校全体の児

童が学校の経営や活動に協力参加する活動

（児童会，児童の種々な委員会，児童集会，奉

仕活動）」，「学級を単位としての活動（学級

会，いろいろな委員会，クラブ活動）」からな

る「教科以外の活動」が制定された．また，

中学，高校では，1949年の通知により「自由

研究」は廃止され，代わって，運動・趣味・

娯楽，ホーム・ルーム活動，生徒会の活動な

どを内容とする「特別教育活動」が制定され

た．1951年の学習指導要領の改定の際もこの

名称は引き継がれ，その内容は，ホームルー

ム，生徒会，クラブ活動（1949年通達時の「運

動・趣味・娯楽」に相当），生徒集会から構成

されていた．先に示した「教育の一般目標の

すべてを教科の学習だけでじゅうぶんに到達

することは困難である」（Ⅰ教育の目標４．

教科の目標）という記述が，この改定の時に

示されている．

　1958年に学習指導要領が改訂され（小・

中．高校は1960），試案から法的拘束力のあ

る告示へと変更された．小学校の「教科以外

の活動」が「特別教育活動」に名称変更され，

小・中・高校で名称が統一されるとともに，

その内容も，生徒会活動（小は「児童会活

動」），学級会活動（高校は「ホームルーム」），

クラブ活動の３つの内容からなるという点

で，共通性の認められるものであった．ま

た，この改定で，それまで明確には教育課程

に位置づけられていなかった学校行事等が，

教育課程に位置づけられた．ただし，現行学

習指導要領では学校行事は特別活動の一領域

となっているが，この時は，道徳，特別活動

と並列するかたちで教育課程に位置づけられ

ている．ちなみに，この時の「学校行事等

は，各教科（高校は，「各教科・科目」），道徳

（高校は道徳は含まず）および特別教育活動

のほかに，これらとあいまって小学校（中は

「中学校」，高校は「高等学校」）教育の目標を

達成するために，学校が計画し実施する教育

活動」であるとされ，その目標は「児童（中・
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高校は「生徒」）の心身の健全な発達を図り，

あわせて学校生活の充実と発展に資する」も

のであるとされたように，他の領域とともに

機能することで教育の目標を達成するために

設けられたものである．また，その内容は，

「儀式，学芸的行事，保健体育的行事，遠足，

修学旅行（中・高校），学校給食（小・中）そ

の他上記の目標を達成する教育活動」から構

成されていた．

　1968年（小学校，中は1969年，高校は1970

年）の改定では，特別活動と学校行事等が統

合された．その背景として，「学校が計画し

実施する教育活動」として位置づけられてい

た学校行事等を，子どもの自主的，自治的な

活動を主とする特別活動の構成要素とするこ

とで，両者の持つ教育的意義を十分に発揮さ

せようとするねらいがあったと考えられてい

る（太田，2004）．名称も，小・中で特別活

動，高校で各教科以外の教育活動と変更され

た．特別活動の内容は，児童（中は「生徒」）

活動，（児童会（中は「生徒会」）活動，学級

会活動，クラブ活動），学校行事，学級指導で

あった．この時，学級指導が，学級会活動と

は異なる意味合いを持つ教育活動として導入

されている．すなわち，学級会活動が子ども

の自主的，自治的な活動であるのに対し，学

級指導では学級担任による指導性が強調され

た活動であるが，その導入の背景には，少年

非行の増大に対する生徒指導の充実という意

味があったといわれている．高校の各教科以

外の活動の内容は，ホームルーム，生徒会活

動，クラブ活動，学校行事である．

　1977年（小・中．高校は翌年）の改定で，

高校の名称も特別活動となり，小・中・高校

の一層の関連が図られた（太田，2004）．

　小学校に「生活科」が新設された1989年の

学習指導要領の改訂（小・中・高校）では，

児童・生徒主体の学級会活動と教師主導的な

学級活動が統合され，「学級を単位として，学

級や学校（小は「学級」）生活の充実と向上を

図り，健全な生活態度（中は「生徒が当面す

る諸課題への対応や健全な生活態度」）の育

成に資する活動を行う」学級活動が新設され

た（小・中）．また，中・高校のクラブ活動

は，部活動により代替できるとされた．

　「総合的な学習の時間」が新設された1998

年（小・中，高校は翌年）の学習指導要領の

改訂では，中・高校でのクラブ活動が廃止さ

れた．また，中・高校の，学級（高校は「ホ

ームルーム」）活動で「ボランティア活動の意

義の理解」が，生徒会活動で「ボランティア

活動などを行うこと」が求められるととも

に，小・中・高校の学校行事（勤労生産・奉

仕的行事）の中で「ボランティア活動など社

会奉仕の精神を涵養する（中・高校は「養

う」）体験が得られるような活動を行うこと」

が求められているように，ボランティア活動

重視という特徴が示されている．更に，中・

高校の「指導計画の作成と内容の取扱い」の

中で，「学校生活への適応や人間関係の形成，

選択教科（高校は「教科・科目」）や進路の選

択などの指導に当たっては，ガイダンスの機

能を充実するよう学級（高校は「ホームルー

ム」）活動等の指導を工夫すること」が示さ

れ，小学校でも，「学級活動などにおいて，児

童が自ら現在および将来の生き方を考えるこ

とができるよう工夫すること」が求められる

など，ガイダンス機能の充実が求められた．

　その次の改定（小・中が2008年，高校はそ

の翌年）による学習指導要領が現行のもので

ある．小学校と高校の特別活動の目標に人間

関係が追記され，「よりよい生活や人間関係

を築こうとする」態度を育てることが求めら

れた．また，小・中・高校とも，「指導計画の

作成と内容の取扱い」の中で，「各教科，道

徳，外国語活動及び総合的な時間（中は「外

国語活動」なし，高校は「道徳，外国語活動」

なし」）などとの関連を考慮」することが求め

られている．教育課程の各領域を個別に指導

するのではなく，それらのつながりを生かし

た指導を心がけることが求められたといえよ

う．
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　これまで述べてきた，告示（1958年）以降

の学習指導要領に示された特別活動の内容と

中学校の配当時間を表３に示す．1958年には

35時間でスタートした特別活動（当時の名称

は特別教育活動）も，1969年に50時間，1977

年には70時間と配当時間が増えていくが，

1989年に35～70時間となり，1998年，2008年

とも35時間の配当時間となっている．

４．特別活動の教育的意義

　先に，現行学習指導要領を踏まえて，特別

活動を，「集団活動を通して，子ども自身が自

らの生き方を考えながら，個性化，社会化を

目指していく教育活動」であると要約した．

こうした教育活動のねらいが実現するところ

に，特別活動の意義が認められよう．

　冒頭の「集団活動を通して」という箇所

は，特別活動が，学級活動（小・中）・ホーム

ルーム活動（高校），児童会活動（小）・生徒

会活動（中・高校），クラブ活動（小），学校

行事（小・中・高校）の各領域から構成され

ていること，換言すれば，特別活動が，学

級・ホームルーム，児童会・生徒会，クラブ，

学校行事といった様々な要素（ともに活動す

るメンバーの同質性と異質性，引き受ける役

割の多様性，集団規模の大小，等）からなる

集団活動を通して行われる教育活動であるこ

とを示している．現行の中学校及び高等学校

の学習指導要領を読むと，例えば，各教科で

は，数学の目標の中に，「数学的活動を通し

て」，中学校の美術や音楽で「表現や鑑賞の幅

広い活動を通して」，高校の芸術で「芸術の幅

広い活動を通して」といった記述や，総合的

な学習の時間において，「横断的・総合的な学

表3　学習指導要領（告示）に示された特別活動の内容と中学校の配当時間表3 学習指導要領（告示）に示された特別活動の内容と中学校の配当時間 

学習指導要領       小学校     中学校      高等学校    中学校の配当時間 

1958年版（小・中）    児童会活動       生徒会活動          1958年版 

1960年版（高校）        学級会活動        ホームルーム       35時間 

                 クラブ活動 

1968年版（小）      児童活動    生徒活動                1969年版 

1969年版（中）     (1)児童会活動  (1)生徒会活動     生徒会活動           50時間 

1970年版（高校）           (2)学級会活動            ホームルーム  

1977年版（小・中）          (3)クラブ活動               クラブ活動     1977 年版 

1978年版（高校）         学級指導                   70時間 

 学校行事 

1989年版(小･中･高校)           学級会活動         ホームルーム活動    1989年版 

      児童会活動         生徒会活動           35～70時間 

                       クラブ活動 

                        学校行事 

1998年版（小・中）            学級活動              ホームルーム活動   1998年版 

1999年版（高校）     児童会活動          生徒会活動            35時間 

2008年版（小・中）    クラブ活動                      2008年版 

2009年版（高校）                      学校行事                             35時間 
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習や探究的な学習を通して」といった「～を

通して」という記述が見出されるが，集団活

動という語は特別活動にのみ見出されること

がわかる．教科指導や道徳に比べ，「『集団』

が全面にわたって強調される領域が特別指導

である」（伊東，2011）と指摘される通り，集

団活動という枠組みを有する点に，特別活動

の意義が認められよう．すなわち，集団とい

う方法によることが，個性化や社会化，生き

方を考える，といった特別活動の目標を達成

するうえで有効に働き得ると考えられる．

　自己のそれまでのありよう，すなわち，そ

れまで自分が経験した様々な場面で，自分が

どのように考え，感じ，ふるまう傾向を持っ

ていたのか，といったことを振り返りなが

ら，自分の個性を理解するという方法も有効

である．しかし，それとともに，他者ととも

に過ごす中で，他者と同じ，或いは，異なる

自己のありようというものが見えてくること

はよくあることである．また，自分の個性を

どう表現するのかということは，個性化の大

事なテーマになると考えられるが，そのこと

を考えるうえでも，集団と自己という関係を

避けて通ることはできない．例えば，エネル

ギーあふれる子どもがいるとして，そのエネ

ルギーを，集団をまとめ，引っ張っていく力

として使うのか，他者を支配するための暴力

として表現するのか，ということがあるよう

に，その子どもの個性には様々な表現の仕方

があり，どのように個性を表現していくのか

ということが個性化の大切なテーマになると

考えられる．その際に，自己と他者（社会）

との関係を考慮に入れることが重要になって

こよう．

　自分の所属する集団や社会の一員として求

められる資質・能力を育んでいく社会化の過

程においても，他者との相互作用は欠かせな

い（例えば，門脇，1999）．他者と関わる際，

例えば，学級会やホームルームで他者の意見

を聞き，自分の意見を述べ，折り合いをつけ

ていくことや，学芸会や文化祭などの学校行

事に向けて，目標達成に向けて自分の役割を

遂行し，その過程で，与えられたり与えたり

といった相互作用を経験することを通じて，

他者や集団に対する肯定的な態度，役割を全

うしようとする責任感，対人スキルなどが発

達していくと考えられる．他者との出会い

は，よき手本であれ，そうでなくとも，生き

方のモデルの宝庫ともなろう．

　また，子ども自身が自らの生き方を考える

ということは，個性化と社会化をどのように

統合していくかという課題に答えるというこ

とでもある．自分が，社会の一員として，自

分の所属する社会の中で自分の個性にかなう

役割を引き受けながら自分の人生を送ること

について模索していくことが，自らの生き方

を考えることにつながっていく．自分は何が

できるのか，何をしたいのか，何をしている

時に幸せなのか，他者との関わりの中で，或

いは，与えられた役割を果たしていく中で，

そうしたことを考えていくことが，自分の生

き方を考える手掛かりになるはずである．

　このように，特別活動では，様々な集団活

動の場が提供され，そこでの活動に取り組む

ことを通じて，一人一人が，自分と出会い，

他者と出会い，自分の個性を確かめたり，個

性の表現の仕方を学んだり，自分を集団の中

にどう位置付けていくかを考える機会が提供

される点に意義があると考えられる．

　また，他者と関わりあう中で，他者から受

容されることや，頑張りを評価される機会が

生じよう．これまで，重要な他者からの評価

が自己評価に影響を及ぼすこと（平石，

1993），高自己受容者は他者からの受容度が

高いことが報告されている（大出・澤田，

1988）．低自己受容者は精神的な健康状態が

良好でなく（沢崎，1993），その一方，自己受

容度の高い者は精神的に健康であり，自分の

意志で自分の人生を切り開く意志が強い（高

井，2000）ことから，他者受容の機会が得ら

れる集団活動は，自己に対する評価形成にも

重要な意味を持っている．特に，特別活動で
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は，学業成績以外の観点からの評価が行われ

たり，ともに活動する一体感の中で，無条件

に受容される経験が得られる点に意義が認め

られよう．

　安井（2012）は，特別活動が持つ性質とし

て，「集団性・社会性，実践性・体験性，自主

性・自治性，総合性・個性」と併せて，「遊戯

性・非日常性，創造性・文化性」があること

を指摘している．遊戯性や非日常性，創造性

や文化性といった特徴を持つ特別活動は，楽

し さ と も 通 じ る 活 動 と い え よ う． 田 上

（1999）が学校がストレスに満ちた「修業の

場」となっていると述べ，森田（1993）が子

どもたちの間に学校忌避感情が広がっている

ことを指摘して久しいが，平成26年度の小，

中学校の不登校が12万件以上，高等学校の不

登校が５万件以上あるといった報告を見る限

り，その原因のすべてをストレスや学校忌避

感情に帰すことはできないにしても，子ども

が，そうした状況に置かれていることも否定

しきれないように思われる．そんな中，自分

の居場所となるべき学級・ホームルームでの

級友との交流や，学校行事での異学年交流の

機会にお兄さんお姉さんとしてふるまった

り，お兄さんお姉さんにお世話される機会が

あること，遠足や修学旅行など非日常的な空

間の中で新しい経験や仲間との一体感を経験

できること，文化的行事や体育的行事で仲間

とともにゴールに向かって進んでいくこと，

クラブ活動で自分の好きな活動に打ち込める

ことなど，特別活動は，学校生活に楽しさを

もたらす可能性を秘めている．本間（2000）

が，学校魅力が欠席願望を抑制する要因とし

て大きな役割を果たしていることを報告して

いるように，楽しさは，幸福感をもたらすだ

けでなく，子どもを学校に向かわせる力を持

っている．

５．まとめ

　本稿では，教育の「育」の側面を担う重要

な教育活動である特別活動について，その歴

史や意義を概観した．明治期の学制発布以

降，正課外ではあったが，今日の特別活動の

母胎ともいうべき様々な儀式，学校行事，遠

足・旅行，自治活動の取り組みが学校教育の

中に取り入れられ，子どもの成長・発達を促

す上で一定の役割を果たすとともに，学校を

活性化させ，地域と学校を結ぶ役割を果たし

てきた．戦後，特別活動は，名称の変遷はあ

るものの，小・中・高校で概ね共通した目標

や内容の教育活動として教育課程に位置付け

られるようになった．その背景には，「教」と

「育」が相まってこそ，子どもの全人的な成

長・発達を促すのだという認識があったと思

われる．

　「望ましい集団活動を通して」という方法

上の要求が，児童生徒の個性化，社会化，キ

ャリア発達という特別活動の目標達成に応え

る枠組みとして有効に機能し得ると考えられ

る．ただし，望ましい集団活動が実現するた

めには，いくつかのハードルがあることも認

識しておくことが必要であろう．今日，学級

がうまく機能しない状況が生じていることが

報告されている（例えば，坪田・赤城・松浦，

2011）．人が集まれば，直ちに望ましい集団

活動が行われる訳ではない．子どもにとっ

て，そこが自分の拠り所となる集団（準拠集

団）になっていることが求められるととも

に，リーダーが育つことも必要になってく

る．今日，望ましい集団活動が容易には行え

ず，それが円滑に行われる前提として，集団

づくりが必要な現状があるという認識のも

と，構成的エンカウンター（例えば，国分・

岡田，1996），ソーシャルスキル教育（例え

ば，国分・小林・相川），ピア・サポート活動

（例えば，滝，2009）の導入などが提言されて

いる現状がある．

　また，倉田（2004）が，「あえて総括的な表

現をすると，特別活動に求められるのは『楽

しさ』ではないかと考えている…学校を楽し

くする試みは，今後ますます必要になるであ

ろう」という指摘は，学校に忌避感情を抱く
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子どもたち（森田，1993），学びから逃走する

子どもたち（佐藤，2000）の存在がいわれる

中で，傾聴に値するものであろう．高柳

（2004）が，人間関係が多くの子どもにとって

学校との絆となっていることを報告している

ことからも，「望ましい集団活動を通して」行

われる特別活動のより一層の充実が求められ

よう．
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